
 

第４回安曇野市公共下水道事業運営審議会 会議概要 

１ 審議会名 安曇野市公共下水道事業運営審議会 

２ 日  時 平成１９年１月２５日 午後１時３０分から午後３時まで 

３ 会  場 豊科総合支所 ２階第２会議室 

４ 出席者  青嶋委員 大谷委員 中山委員 藤澤委員 丸山委員 平林委員 大月委員  

加科委員  

５ 市側出席者小松部長 大澤課長 等々力課長 相馬課長 小穴課長 嶋田課長 曽根原課長

秋山係長 二木係長 水谷副主幹 塚田副主幹 森田主査 

６ 公開・非公開の別 公開  

７ 傍聴人 ０人 記者 ４人 

８ 会議概要作成年月日 平成１９年２月７日 

協  議  事  項  等 

 

１ 会議の概要 

 （１）開会（大澤課長） 

 （２）会長あいさつ 

 （３）議事 

   下水道使用料の適正化について 

   ① 下水道使用料金改定シミュレーションについて 

   ② 安曇野市下水道等の使用料について答申（案）について 

   ③ その他 

（４）閉会（会長） 

２ 審議概要 

① 料金改定シミュレーションについて 

② 安曇野市下水道等の使用料について答申（案）について 

事務局：資料により①を説明 

委 員 前回示された第1案及び新しく示された第2～4案まで説明がありました。料金改定につ

いては、前回の審議会で止むを得ないという意見でしたので、どの案が妥当かということを議

論します。 

委 員 4案に賛成です。値上幅も比較的少なく大口使用者への配慮もあります。 

委 員 以前の新聞報道で11％となっていたが第4案だと8.5％になるが。 

委 員 新聞報道は審議会の中で示された案を記事にしたが、審議会で決めた値上率ではない。

事務局 全体の値上率ですので、個々の使用者の値上率はこれとは異なります。 

委 員 累進度を抑えた結果である。これ以上の値上は大口使用者から異論が出る。 

委 員 この案では基準外繰入はどの程度削減できるのか。 

事務局 約１割程度の見込みです。 

委 員 各地域でその地域の収入で維持管理費を賄えるように、接続率を高める必要がある。維

持管理費まで他地域に面倒見てもらおうというのは納得できない。全体の意見では４案が多い

がどうでしょうか。 

委 員 よろしいのではないか。 

委 員 財政担当はどのような意見ですか。 

事務局 下水道特別会計に対して現行レベルを求めている。繰入金は15億が上限になると思いま

す。基準外繰入については料金に転嫁せざるを得ないと思います。 

委 員 接続率を高めることが必要ではないか。 

委 員 料金改定については第4案を採用。 



 

協  議  事  項  等 

委 員 次に使用料についての答申案について説明をお願いします。 

（事務局より答申案を説明。） 

委 員 地方公営企業法の適用企業への転換とありますが内容を説明願います。 

事務局 現在の官庁会計方式ではなく、より民間企業に近い経理方式を採用するということで

す。収支を収益的収支と資本的収支に分け、コストを明確にして事業運営を行っていくという

ことです。また、この明確になった収支を市民の方に開示していくということです。 

委 員 判りました。 

委 員 接続義務とあるが、これについて市では具体策がありますか。 

事務局 文書催告や戸別訪問を考えています。機構改革もあり、人員配置も変わるので積極的に

取り組みたい。勿論今までも説明会等で周知を図っています。 

委 員 犀川安曇野流域下水道の負担金の算定期間が3年であることから、この料金改定も3年で

すか。 

事務局 そうです。今回の料金改定は3年と考えています。 

委 員 料金統一は次回の算定期間ということですか。 

事務局 21年度に22年度以降の料金について審議会でご議論いただく予定です。 

委 員 滞納整理も積極的に取り組んで欲しい。 

事務局 滞納整理を行う為の環境整備を進めておりますので、来年度から強化します。 

委 員 公営住宅の接続状況は。 

事務局 県営住宅は結構進んでいます。 

委 員 穂高地域はどうなのか。 

事務局 穂高県営団地は接続終わりました。柏原県営も近いうちに接続が終わります。北穂高県

営はまだ下水道の供用開始地域になっておりません。 

委 員 答申書の内容についての意見がありましたので修正を行ってください。 

委 員 修正案を送付しますので検討いただき異論がなければ、日程調整の上、私と副会長で市

長へ答申を行いますがよろしいでしょうか。 

委 員 よろしい。 

委 員 以上で会議を終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


